
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 4 月から、大津島の各施設で仕事をすることになった

方々より、ごあいさつと、意気込みをいただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年 5 月号 

No.249 
大津島データ 

人口 293 人 男 121 人 女 172 人 

高齢化率 77.1％ 

(平成２8 年 4 月１日現在) 

三
月
二
七
日
、
大
津
島
小

学
校
の
体
育
館
に
お
い
て
、

桜
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 桜

は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
蕾
。

そ
れ
で
も
心
配
さ
れ
た
雨
は

無
く
、
気
持
ち
の
良
い
晴
天

に
な
り
ま
し
た
。 

須
金
地
区
と
大
津
島
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
交
流
会
の

後
、
桜
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
。 

今
年
は
「
琴
生
流
や
ま
ぐ

ち
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
正

琴
の
演
奏
会
、
「
若
潮
の
会

（
大
津
島
出
身
者
の
会
）」
に

よ

る

「

ス

コ

ッ

プ

三

味

線
？
！
」、
そ
し
て
最
後
に
、

恒
例
の
も
ち
ま
き
。 

今
回
は
自
由
参
加
の
方
も

多
く
、
若
潮
の
会
の
メ
ン
バ

ー
も
増
え
て
、
と
て
も
に
ぎ

や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。 

ち
ょ
っ
と
寂
し
い
の
は
、

こ
の
春
で
幼
稚
園
と
小
学
校

が
休
校
と
な
る
こ
と
。 

小
学
校
校
舎
で
大
津
島
小
学

校
と
し
て
新
た
に
出
発
し
、

今
日
に
到
っ
て
い
ま
す
。 

大
津
島
中
学
校
は
、
昭
和

二
二
年
五
月
一
日
に
徳
山
市

立
第
八
中
学
校
と
し
て
開
校

し
、
昭
和
三
一
年
四
月
一
日

に
徳
山
市
立
大
津
島
中
学
校

と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。 

校
舎
は
、
当
初
、
旧
海
軍

高
射
砲
台
の
兵
舎
を
転
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
六

年
九
月
に
本
浦
（
現
在
の
「
海

の
郷
」
の
地
）
に
新
校
舎
が

建
設
さ
れ
、
移
転
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
、
平
成
一
八
年
四
月

馬
島
小
学
校
の
校
舎
へ
移
転

し
て
今
に
到
っ
て
い
ま
す
。 

最
多
記
録
は
、
小
学
校
は 

平
成
二
八
年
三
月
末
日
、

昨
年
の
中
学
校
に
続
い
て
、

大
津
島
幼
稚
園
・
小
学
校
が
、

児
童
数
ゼ
ロ
と
な
っ
て
休

園
・
休
校
と
な
り
、
学
び
舎

の
灯
が
故
郷
の
大
津
島
か
ら

消
え
ま
し
た
。 

学
校
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
明
治
一
三
年

（
一
八
八
〇
）
九
月
に
大
津

小
学
が
本
浦
に
創
設
さ
れ
、

馬
島
に
分
校
が
置
か
れ
ま
し

た
。
山
口
県
五
中
学
の
一
つ

と
し
て
徳
山
中
学
校
が
創
設

さ
れ
た
の
と
同
じ
年
で
す
。 

明
治
二
五
年
、
大
津
尋
常

小
学
校
と
改
称
、
同
三
六
年

分
教
場
が
独
立
し
て
馬
島
尋

常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。 

終
戦
後
の
昭
和
二
二
年
四

月
一
日
、
小
学
校
令
に
よ
り

徳
山
市
立
大
津
小
学
校
、
徳

山
市
立
馬
島
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
五
年
四

月
に
は
、
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
、
大
津
小
学
校
と
馬
島

小
学
校
が
統
吅
さ
れ
、
馬
島 

両
校
で
児
童
数
三
五
〇
名
、

中
学
校
は
生
徒
数
一
七
二
名

で
、
私
た
ち
の
時
も
同
じ
く

ら
い
で
し
た
が
、
先
生
方
は

じ
め
在
校
生
全
員
が
知
り
吅

い
の
よ
う
な
学
校
で
し
た
。

今
に
な
っ
て
み
る
と
こ
の
よ

う
な
母
校
を
持
つ
こ
と
の
幸

せ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。 

江
戸
時
代
か
ら
の
寺
子
屋

を
含
め
る
と
、
何
百
年
も
連

綿
と
続
い
た
学
び
舎
の
灯
が

故
郷
か
ら
消
え
る
の
に
立
ち

会
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

思
う
と
、
哀
惜
の
情
ひ
と
し

お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
い
つ
の
日
か
、
賑
や

か
な
子
供
た
ち
の
声
が
帰
っ

て
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。 

文
・
安
達
寿
富
（
大
津
小
昭
和
二
五
年
卒
） 

大津島幼稚園卒園式3/23 

ありがとう集会 3/16 

昭和 32 年頃の大津小学校 昭和 27 年頃の馬島小学校 

周南市コミュニティ推進連絡協議会ホームページでも、『潮流』をご覧になれます。http://gokan-furusato.org/community/community.html 

４月１日から馬島公民館でお

世話になることになりました。 

よくご存知の方も多いと思い

ますが、よろしくお願いいたし

ます。 

 

馬島公民館  小西佐智子さん 

はじめまして。２月末に大津島

に引っ越して来ました、安在志

穂です。 

ご存知の方もいらっしゃると

思いますが、海の郷と支所でお

世話になっています。 

まだ分からない事が多く、みなさんにご迷惑を

かけることもあると思いますが、これから末長

くよろしくお願いします。 

周南市役所 大津島支所  安在志穂さん 

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

子
供
た
ち
と
と
も
に
開
催
し

て
き
た
こ
の
体
育
館
は
、
次

に
使
わ
れ
る
の
は
い
つ
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

校
長
先
生
は
、「
最
後
の
最

後
ま
で
子
供
さ
ん
を
待
つ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。 そ

れ
は
島
民
全
員
の
思
い

で
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。 こ

の
体
育
館
い
っ
ぱ
い

に
、
子
供
と
地
域
の
人
た
ち

の
笑
い
声
が
響
く
日
が
来
る

よ
う
に
、
私
達
は
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
そ
ん
な
曲

が
り
角
に
来
て
い
る
。 

桜
の
ふ
っ
く
ら
し
た
蕾
を

見
な
が
ら
、
考
え
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
た
め
に
御
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

来
年
も
ま
た
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。 

文
＝
渡
辺
あ
ゆ
子 

大津島の最新情報は、 
オフィシャル Face book ページ 

『のほほん大津島』で紹介しています。 
https://www.facebook.com/nohohon.oodushima/ 

回天記念館に４月から勤務し

ております。以前、商工観光課

（当時）に所属していましたの

で、刈尾の海水浴場の運営をは

じめ何度も大津島には寄らせ

ていただいていました。 

どうかよろしくお願いします。 

回天記念館 三崎英和さん 

４月１日付けで赴任しました。

年は４４歳。妻と１歳の息子、

妻の母と４人で暮らしていま

す。これまで観光や農林などで

仕事をしていました。 

よろしくお願いします。 

周南市役所 大津島支所  神杉朊史 

海を渡って梅園町から通ってい

ます。家族はブルドック♂、ラ

ブラドール♀、リクガメ♂人間

♂の５人家族です。 

泳げないくせに海が好き。 

呑めないくせに珍味好き。 

魚（食べる）もネコ（遊ぶ）も大好きです。 

どうぞよろしくお願いします。 

大津島ふれあいセンター 嶋末由紀 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大津島地区社会福祉協議会よりお礼】 

 

【平成２７年度】 

預託者 石田政美 様 

亡母 石田チサ子 様の香典返しとして 

金５万円（市社協１万円、大津島社協４万円） 

【平成２８年度】 

預託者 高松トミエ 様 

亡夫 高松正 様の香典返しとして 

金 10 万円（市社協 2万円、大津島社協 8万円） 

出
会
い
が
あ
れ
ば
別
れ
が
あ
る
よ
う

に
、
始
ま
り
が
あ
れ
ば
終
わ
り
の
時
は
来

る
も
ん
で
ね
。
我
が
島
の
学
校
が
つ
い
に

幕
を
閉
じ
た
ね
。
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の

の
、
実
際
に
明
か
り
が
消
え
た
暗
い
校
舎

を
見
る
に
つ
け
、
尚
一
層
寂
し
さ
が
募
る

ち
ゃ
あ
ね
。 

「
菜
の
花
の 

小
さ
き
花
壇
に 

溢
る

る
や 

子
ら
の
歌
声 

響
く
陽
の
中
」
と
稚

拙
な
歌
を
作
っ
た
の
は 

十
年
も
前
の
事

じ
ゃ
ろ
う
か
。
ま
だ
小
学
校
、
中
学
校
、

幼
稚
園
と
も
に
子
供
が
い
て
、
年
中
に
ぎ

や
か
な
声
が
響
き
、
時
に
は
給
食
の
い
い

匂
い
が
漂
い
よ
っ
た
ね
。
給
食
ち
ゅ
う
た

ら
私
ら
あ
の
時
代
は
献
立
の
足
し
に
、
家

で
出
来
た
野
菜
を
持
っ
て
行
き
よ
っ
た

ん
よ
。
じ
ゃ
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
の
季
節
は
カ

ボ
チ
ャ
、
大
根
の
季
節
は
大
根
、
芋
の
季

節
は
芋
ば
っ
か
り
集
ま
る
も
ん
じ
ゃ
か 

ま
だ
幼
児
語
も
抜
け
切
ら
な
い
当

時
の
一
年
生
、
サ
イ
タ
サ
イ
タ
と
石
盤

に
赤
い
チ
ョ
ー
ク
の
先
生
の
二
重
丸

を
喜
び
、
書
け
と
言
わ
れ
れ
ば
書
き
、

読
め
と
言
わ
れ
れ
ば
読
み
、
ひ
た
す
ら

学
校
へ
行
け
る
喜
び
だ
っ
た
。 

当
時
時
局
は
恐
ろ
し
い
方
向
に

二
・
二
六
事
件
あ
り
、
日
中
事
変
勃
発
。

度
々
の
出
征
兵
士
壮
行
式
、
步
運
長
久

の
赤
い
襷
を
肩
に
架
け
万
歳
万
歳
と

校
門
よ
り
送
り
出
し
、
一
年
生
の
時
よ

り
校
庭
東
の
桜
の
木
に
並
び
、
御
影
石

造
り
の
立
派
な
奉
安
殿
な
る
物
が
島

内
の
有
志
の
協
力
で
出
来
上
が
り
、
そ

の
前
を
通
る
時
は
最
敬
礼
を
と
定
め

ら
れ
、
そ
れ
を
守
り
、
年
に
一
度
は
必

ず
学
校
庭
を
使
い
村
葬
な
る
事
が
行

わ
れ
た
。
出
征
兵
戦
死
の
村
を
挙
げ
て

の
弔
い
で
あ
っ
た
。
私
も
一
度
は
先
生

に
書
い
て
貰
っ
た
弔
辞
を
読
ん
だ
。 

確
か
に
後
に
続
く
と
言
っ
た
事
だ
ろ 

今
か
ら
六
九
年
前
（
昭
和
二
二
年
）
四

月
に
私
は
此
の
島
に
参
り
ま
し
た
。 

引
揚
げ
船
で
元
関
東
州
大
連
か
ら
日

本
の
地
に
始
め
て
足
を
降
し
た
の
は
舞

鶴
で
三
月
二
日
に
福
川
の
叔
父
の
家
に

来
ま
し
た
。
教
員
免
許
状
を
持
っ
て
い
ま

し
た
の
で
叔
父
の
勧
め
で
、
市
役
所
に
行

き
ま
し
た
ら
、
何
処
で
も
良
い
か
と
聞
か

れ
ま
し
た
の
で
、「
は
い
」
と
答
え
ま
し

た
ら
馬
島
小
学
校
だ
っ
た
の
で
す
。
島
に

来
た
時
は
外
国
に
来
た
の
で
は
無
い
か

と
思
う
程
言
葉
の
違
い
に
吃
驚
（
き
っ
き

ょ
う
）
し
ま
し
た
。 

大
津
島
に
は
本
浦
地
区
に
大
津
小
学

校
と
馬
島
地
区
に
馬
島
小
学
校
が
有
り

徳
山
市
立
第
八
中
学
校
は
砲
台
山
で
半

地
下
室
の
様
な
教
室
が
あ
っ
た
事
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
馬
島
小
学
校
は
今
の
農

協
の
所
に
あ
り
本
箱
で
衝
立
替
わ
り
に

し
て
仕
切
ら
れ
た
三
、
四
年
生
の
教
室
と

公
民
館
の
方
に
は
一
番
手
前
に
職
員
室

が
あ
り
校
長
先
生
か
ら
用
務
員
の
人
ま

で
一
つ
の
部
屋
で
、
教
室
は
廊
下
で
繋
が

り
、
六
、
五
、
二
、
一
年
生
で
教
室
と
教

室
の
間
は
板
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
数
は
少
な
い
学
年
で
も
二
十
数
人
、

多
い
学
年
で
は
三
十
人
以
上
い
て
全
校 

移動図書館【やまびこ号Ｊｒ．】 

５月１３日（金）・６月１７日（金） 
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【次回発行予定日】 

平成２８年７月１日 第２５０号 

生
徒
は
百
五
十
人
を
越
え
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
子
供
達
は
学
校
に
来
る
の
に
藁

草
履
ば
き
で
雨
の
降
る
日
は
裸
足
で
傘

と
言
っ
て
も
今
の
様
な
傘
で
な
く
番
傘

で
、
そ
れ
も
皆
が
皆
で
無
く
中
に
は
〝
ド

ン
ダ
〟
と
言
う
半
て
ん
の
様
な
物
に

色
々
な
布
で
刺
し
子
の
様
に
縫
っ
た
少

し
分
厚
い
物
を
頭
か
ら
被
っ
て
走
っ
て

来
て
い
た
様
で
し
た
。 

運
動
会
は
秋
に
あ
り
ま
し
た
が
学
芸

会
、
今
の
文
化
祭
は
旧
暦
の
一
月
二
六
日

の
昼
間
は
小
学
生
の
学
習
発
表
と
し
て

劇
や
歌
、
踊
り
で
、
夕
方
か
ら
青
年
団
の

人
達
や
部
落
の
方
々
の
演
芸
が
あ
り
教

室
の
仕
切
り
の
板
は
外
さ
れ
机
な
ど
は

後
の
方
に
寄
せ
ら
れ
て
大
広
間
と
な
っ

た
所
に
島
の
人
が
大
勢
集
い
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
保
護
者
の
方
や
部
落
の
方
々

の
力
を
お
借
り
し
て
船
を
出
し
て
戴
き

一
学
期
の
終
る
前
に
、
水
泳
大
会
や
天
ケ

浦
の
波
止
か
ら
馬
島
の
波
止
ま
で
の
遠

泳
も
あ
り
ま
し
た
。
農
繁
期
の
春
は
麦
刈

り
と
芋
づ
る
の
植
え
付
け
に
、
秋
に
は
芋

掘
り
と
麦
蒔
き
で
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
は
一

週
間
ず
つ
お
手
伝
い
休
み
に
成
っ
て
い

ま
し
た
。 

校
舎
も
今
の
農
協
や
公
民
館
の
所
か

ら
回
天
記
念
館
に
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
大

津
島
小
学
校
と
、
戦
後
二
十
数
年
の
間
に

三
度
移
転
し
た
こ
と
に
成
り
ま
す
。
今
年

か
ら
休
校
で
す
が
、
何
か
も
の
悲
し
く
淋

し
い
思
い
が
致
し
ま
す
。 

文
＝
古
城
公
惠 

【編集後記】 

四苦八苦しながら初の編集作業に取組みました。これから

も頑張ります。また、これまで続けてこられた先輩から皆さ

んへメッセージが届いています。       神杉朊史 
 
「みなさんの年齢の半分しか生きていない若輩者です」とあい

さつしてから、４年が経ちました。 

「ホトリを武かんにゃ…」「わしらヤタラじゃけぇ…」「島のジ

ャコじゃけど…」など、数々のオオツシマ弁。 

「なんでこのお寿司は美味しいの？」「そりゃエソがはいっちょ

るからいの」「エソは刺身で食べれる？」「ありゃ身がダルから、

よいよすぐじゃないといけん」など、島味の秘訣。 

「ツワは毛がふわふわしちょるのを採りーさん」「手が真っ黒に

なるから、手袋しちょーきーよ」という島の知恵。 

「アイランドカップを復活させようやー」「花織ちゃんのフルー

トを吹きよる姿が見たいねぇ」「炊き出し訓練してみちゃどうか

ね」「こみそは、どねーやって作るんじゃろ」という会話から生ま

れた、新しい取り組み。 

みなさんが大切にしている宝物にたくさん触れさせてもらいま

した。倍返しでは足りないので、六倍がえしします。 

地域づくり推進課の移住推進担当に異動しましたが、今後とも

よろしくお願いします。 

六郎万淳一 

 

ら
、
給
食
の
お
ば
さ
ん
は
献
立
に
苦
労
せ

よ
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
し
い
。
サ
バ
缶
が
入
っ

た
味
噌
汁
が
あ
っ
て
骨
が
柔
ら
か
い
の

に
び
っ
く
り
し
た
り
も
し
た
。
給
食
は
時

代
毎
に
豊
か
に
美
味
し
く
な
っ
て
、
特
に

島
の
給
食
は
美
味
し
い
と
近
年
の
子
供

達
に
は
好
評
じ
ゃ
っ
た
ね
。 

遊
び
も
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
た
。
私

ら
あ
は
回
天
記
念
館
の
と
こ
ろ
が
学
校

じ
ゃ
っ
た
か
ら
、
周
り
の
山
も
坂
も
全
部

使
っ
て
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
た
り
、
養
浩
館

ま
で
の
斜
面
を
滑
り
降
り
た
り
、
な
か
な

か
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
遊
び
よ
っ
た
ね
。
最

近
は
子
供
の
数
も
減
り
、
思
う
よ
う
に
遊

ぶ
こ
と
も
出
来
ん
よ
う
に
な
っ
て
先
生

方
も
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
し
よ
っ
た
ね
。 

運
動
会
、
文
化
祭
、
だ
ん
だ
ん
に
地
域

の
人
達
の
力
を
借
り
る
事
も
多
く
な
り

な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
本
当
に

地
域
の
学
校
と
い
う
形
で
こ
こ
ま
で
来

れ
た
の
は
、
あ
り
が
た
い
事
で
あ
り
、
忘

れ
得
ぬ
事
じ
ゃ
ね
。 

今
、
静
か
な
学
校
に
は
卒
業
記
念
の
像

や
碑
や
手
形
、
池
が
残
っ
て
春
の
陽
を
浴

び
よ
る
だ
け
。 

い
つ
か
一
度
閉
じ
た
幕
が
上
が
る
日

を
待
ち
な
が
ら
。 

文＝松本千恵子 

う
が
、
遂
次
戦
色
は
酷
く
な
り
、
六
年

生
時
に
は
大
東
亜
戦
争
と
な
り
、
学
徒

は
動
員
さ
れ
出
征
兵
士
の
留
守
宅
の

農
の
手
伝
い
。
葦
や
シ
ロ
ー
の
皮
、
松

根
油
を
取
り
、
国
の
大
事
に
殉
ず
る
は

我
等
学
徒
の
面
目
と
歌
い
、
荒
地
を
開

墾
し
芋
を
植
え
、
高
等
科
二
年
の
秋
に

は
動
員
令
に
依
り
造
船
工
場
へ
微
用

工
と
伍
し
重
き
を
担
ぎ
運
び
、
ひ
た
す

ら
に
十
五
歳
の
少
年
は
神
国
日
本
神

風
の
襲
来
を
待
ち
望
み
、
卒
業
時
母
校

に
帰
ら
ば
広
い
校
庭
は
芋
畠
と
化
し

残
る
在
校
女
生
徒
の
業
か
、
嬉
し
き

事
、
に
が
に
が
し
き
事
教
室
一
杯
に
詰

め
た
古
い
古
い
海
辺
の
校
舎
を
知
る

人
も
少
な
く
な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
に

三
階
建
て
の
新
校
舎
、
五
年
後
の
創
立

百
年
を
永
遠
に
と
祝
い
し
が
、
本
年
の

休
校
は
故
は
何
や
と
つ
ぶ
や
く 

文＝屋野廣志 

知っちょるかね 

 

 

 

 

 

 

 

 

本浦の空に“鯉のぼり” 

大友家 

～お知らせ～ 


